
生活文化史 2025.3.31第 53号

13－　－

深
江
物
語
（
14
）

　

本
庄
小
学
校
の
話（
２
）校
歌

深
江
塾　

森　

口　

健　

一

今
回
は
本
庄
小
学
校
の
校
歌
の
「
歌
詞
」
と
「
作
曲
者
」
の
話
で
あ
る
。

歌
詞
に
つ
い
て

現
在
の
校
歌
は
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
一
月
の
学
芸
会
で

発
表
さ
れ
た
。『
本
庄
小
国
民
学
校
沿
革
史
』
は
「
十
一
月
二
十
三
日
（
新

嘗
祭
日
）
新
装
成
っ
た
復
旧
の
講
堂
で
全
一
日
に
大
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
芸

会
を
民
主
的
に
実
施　

急
作
の
校
歌
に
始
ま
り
校
歌
に
終
わ
る
（
以
上
原

文
の
マ
マ
）」
と
簡
単
に
伝
え
て
い
る
。

歌
詞
に
つ
い
て
は
、『
沿
革
史
』
は
何
も
記
載
し
て
い
な
い
。
歌
詞
の
み

な
ら
ず
作
詞
・
作
曲
者
の
名
も
記
載
が
な
い
。
ま
ず
歌
詞
に
つ
い
て
校
歌

創
作
時
か
ら
今
日
ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
書
く
。

昭
和
三
十
五
年
度
の
卒
業
生
に
配
布
さ
れ
た
校
舎
を
背
景
に
し
た
校
歌

の
写
真
が
あ
る
（
写
真
１
）。
校
歌
を
書
い
た
公
式
の
も
の
と
し
て
は
一
番

古
い
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
写
真
に
あ
る
歌
詞
の
表
記
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

注
・（　
　

）
内
は
筆
者
記
入
。

　
　

（
一
）

茅（
ち
ぬ
）渟
の
浦（
う
ら
わ
）曲に　

五
輪
の
そ（

聳

ゆ

る

）

び
ゆ
る

親
和
の
学
（
ま
な
び
や
）舎　

さ（

清

に

）

や
か
に
陽
を
あ（
浴
び
）び

心
も
ゆ（
豊
か
）

た
か
に　

生
気
に
み（
満
ち
満
ち
）

ち
み
ち

恵
（
め
ぐ
み
の
）の 

潮
（
う
し
お
）

に　

仲
よ
く
む（

睦

ば

ん

）

つ
ば
ん

写真１　本庄小学校校歌
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い
ざ
強
く　

共
に
行
か
ん

大
志
も
て　

わ
れ
ら
学
童　

わ
が
本
庄

　
　

（
二
）

武
庫
の
や
ま
や
ま　

眺
め
は
ひ
ら
け
て

浜
の
う
ら
風　

の
ど
か
に
吹
く
里

歴
史
を
語
る
か　

青
木
の
船
う
た

深
江
の
老
（
お
い
ま
つ
）松　

枝
ぶ
り
な
つ
か
し

い
ざ
き
よ
く
古
き
ひ
び
き

身
に
う
け
て　

わ
れ
ら
学
童　

わ
が
本
庄

　
　

（
三
）

東
西
文
化
の　

ご（
豪
華
）

う
か
に
咲
き
そ
う

平
和
の
郷
土
に　

明
る
き
学
園

健
康
い
や
ま
し　

心
を
つ（

培

い

）

ち
か
い

世
界
の
と
も
ど
も　

手
を
と
り
仲
よ
く

い
ざ
た
た
ん　

行
く
て
は
る
け
し

勇
ま
し
く　

わ
れ
ら
学
童　

わ
が
本
庄

学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
に
際
し
て
本
庄
小
学
校
が
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）
一
月
三
十
日
発
行
し
た
『
本
庄
の
う
つ
り
か
わ
り
』
と
い
う
冊

子
に
記
載
さ
れ
て
い
る
校
歌
の
表
記
は
、
一
番
の
出
だ
し
は
「
ち
ぬ
の
浦
和

に　

五
輪
の
そ
び
ゆ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。「
ち
ぬ
の
…
」
は
大
阪
湾
の
別
名

で
も
あ
る
が
漢
字
が
難
し
い
の
で
ひ
ら
が
な
に
変
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、「
う
ら
わ
」
が
「
浦
和
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
感
心
で
き
な
い
。

「
ち
ぬ
の　

う
ら
わ
」
の
「
う
ら
わ
」
は
漢
字
で
は
「
浦
曲
」
で
、
雅
語
で

入
江
や
海
岸
の
意
味
で
あ
る
。「
浦
和
」
は
埼
玉
県
の
県
庁
所
在
地
の
都
市

名
で
あ
る
。
本
来
の
歌
詞
の
意
味
は
、「
大
阪
湾
の
岸
辺
に
五
輪
の
塔
が
聳

え
立
つ
我
が
学
び
舎
」
な
の
で
あ
る
。

三
番
の
二
節
目
が
、「
平
和
の
郷
土
に　

明
る
き
楽
園
」
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
ま
で
の
歌
詞
は
「
楽
園
」
で
は
な
く
「
学
園
」
だ
っ
た
。
し
か

し
「
学
園
」
が
「
楽
園
」
と
な
れ
ば
、
学
校
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
す
ら

お
き
か
ね
な
い
。

こ
の
表
記
に
つ
い
て
の
変
遷
を
元
学
校
長
の
平
山
先
生
の
協
力
を
得
て 本庄小学校校歌（本庄小学校提供）
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判
明
し
た
結
果
を
記
し
て
お
く
。

昭
和
三
十
六
年
ま
で
は
、「
う
ら
わ
」
と
「
学
園
」
の
表
記
。
そ
れ
か
ら

三
十
年
間
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
校
歌
の
記
載
は
な
い
。
平
成
五
年

（
一
九
九
三
）
か
ら
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
は

「
浦
和
」
と
「
楽
園
」
の
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
の
ア
ル
バ

ム
に
は
「
楽
園
」
は
「
学
園
」
に
変
更
さ
れ
た
が
、「
う
ら
わ
」
は
依
然
と

し
て
「
浦
和
」
の
ま
ま
で
あ
る
。

作
詞
作
曲
者
に
つ
い
て

『
沿
革
史
』
に
は
、
校
歌
が
発
表
さ
れ
た
様
子
を
簡
潔
に
記
載
し
て
は
い

る
が
、
既
述
の
通
り
作
詞
者
や
作
曲
者
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
作
詞

者
と
作
曲
者
に
つ
い
て
は
公
式
の
記
録
は
現
在
不
明
で
あ
る
。
証
拠
や
史

料
と
し
て
は
不
十
分
を
承
知
で
筆
者
の
手
元
に
あ
る
資
料
を
も
と
に
作
詞

作
曲
者
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

筆
者
が
校
歌
の
作
詞
作
曲
者
が
誰
で
あ
る
か
を
記
し
た
文
書
を
見
た
の

は
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
二
月
八
日
、
本
庄
小
学
校
の
校
長
室
だ
っ

た
。
当
時
の
上
橋
秀
司
校
長
の
話
に
よ
れ
ば
「
平
成
二
十
七
年
八
月
こ
ろ

に
校
歌
の
由
来
に
つ
い
て
外
部
の
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
」「
そ
の

時
に
は
公
式
記
録
が
な
い
の
で
、
詳
細
は
不
明
と
回
答
し
た
」
と
い
う
話

だ
っ
た
。
そ
の
時
校
長
か
ら
「
由
来
は
不
明
だ
が
こ
ん
な
文
書
が
あ
る
」

と
「
校
歌
制
定
の
経
過
」
と
い
う
手
書
き
の
文
書
を
頂
い
た
。
そ
こ
に
は

作
詞
者
が
「
藤
田
幸
伸
校
長
が
作
詞
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
校
歌
制
定
の
経
過
」
と
い
う
文
書
は
手
書
き
で
、
文
の
末
尾
に
は

「
１
９
９
０
・
１
・
26
」
と
書
い
て
あ
る
。
そ
の
書
面
全
文
を
原
文
の
ま
ま

引
用
す
る
。

写真３　潮田先生の諏訪山小学校へ転任の記念撮影（1960年３月 17日）
元本庄村役場だった本庄公民館前で。前列右から北城喜三郎・中田常太郎・
潮田・永井庄左衛門元村長・永田広治・平井冨士夫、後列右から柴田次郎・
丹羽新一郎・前中芳太郎・太田垣正雄元助役・寺田好雄。村長・助役以外
は元村会議員。

写真２　藤田幸伸校長
1943年３月
本庄国民学校
卒業アルバムより
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昭
和
22
年
11
月
23
日
（
当
時
の
新
嘗
祭
日
）、
新
装
成
っ
た
復
旧
の
講
堂

で
、
そ
の
記
念
の
学
芸
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
を
期
し
て
、
急
い
で
校
歌

を
作
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
当
時
の
藤
田
幸
伸
校
長
が
作
詞
を
さ
れ
た
。

そ
れ
に
作
曲
を
依
頼
す
る
い
と
ま
も
な
く
、
既
存
の
曲
を
当
て
は
め
て
歌

う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
曲
は
、
信
時
潔
氏
（
注
・
戦
前
に
は
第

二
国
歌
と
称
さ
れ
た
「
海
ゆ
か
ば
」
の
作
曲

者
。
ま
た
県
立
神
戸
高
校
の
校
歌
の
作
曲
者
で

も
あ
る
）
作
曲
の
「
兵
庫
県
民
歌
」
を
借
用
し

た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ

て
、
楽
譜
に
作
曲
者
名
を
記
す
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、
作
詞
者
名
も
不
詳
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

＊
後
年
、
潮
田
先
生
が
校
長
会
役
員
と
し
て
、

会
議
の
た
め
上
京
さ
れ
た
時
、
国
立
教
育
会
館

で
信
時
氏
に
出
会
う
機
会
が
あ
り
、
本
校
校
歌

制
定
の
い
き
さ
つ
を
話
さ
れ
、
信
時
先
生
か
ら

快
く
了
承
の
言
葉
を
頂
い
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。（
１
９
９
０
・
１
・
26
）

こ
の
文
書
は
誰
が
、
何
の
た
め
に
、
誰
宛
に

書
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
文
書
の

添
え
書
き
に
あ
る
「
潮
田
義
美
先
生
よ
り
の
聞

き
書
き
」
と
あ
る
潮
田
先
生
は
校
歌
作
詞
者
の

藤
田
幸
伸
校
長
と
同
時
期
に
本
庄
小
学
校
で
教

鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
先
生
で
あ
る
。

筆
者
は
、
本
庄
小
学
校
六
年
の
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
の
と
き

の
担
任
の
常
国
忠
夫
先
生
か
ら
、
校
舎
の
上
に
建
つ
「
五
輪
の
塔
」
や
、

「
二
宮
金
次
郎
の
像
」
の
意
味
と
共
に
「
校
歌
は
当
時
の
校
長
先
生
が
作
ら

れ
た
」
と
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。
当
時
の
校
長
先
生
の
名
前
を
教
え
て
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い
た
だ
い
た
か
ど
う
か
は
記
憶
に
は
な
か
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
の
二
月
に
上
橋
校
長
か
ら

「
校
歌
制
定
の
経
過
」
と
い
う
文
書
を
見
せ
ら

れ
て
、
初
め
て
当
時
の
校
長
が
「
藤
田
幸
伸
校

長
」
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
校
歌
の
メ
ロ
デ
ィ

は
「
海
行
か
ば
」
な
ど
の
大
作
曲
家
で
あ
る
信

時
潔
氏
の
「
兵
庫
県
民
歌
」
か
ら
の
借
用
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。

校
歌
の
「
曲
が
兵
庫
県
民
歌
か
ら
借
用
し
た

も
の
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
疑
問
な
い

し
問
題
は
、
平
成
二
十
七
年
に
伊
丹
市
在
住
の

音
楽
研
究
家
の
橋
岡
昌
幸
氏
が
兵
庫
県
民
歌
の

存
在
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
過
程
で
、
本
庄

小
学
校
校
歌
と
の
関
連
に
行
き
着
い
た
こ
と
が

発
端
だ
っ
た
。
兵
庫
県
民
歌
は
昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）
二
月
一
九
日
の
「
神
戸
新
聞
」
に

よ
れ
ば
、
新
憲
法
公
布
記
念
事
業
と
し
て
県
が

公
募
し
、
県
内
の
小
学
校
教
師
の
方
の
作
品

（
作
詞
）
が
一
等
と
な
り
、
昭
和
二
十
二
年
二

月
一
八
日
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
歌
詞
に
作
曲

家
信
時
潔
氏
が
同
年
三
月
に
曲
を
つ
け
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
ま
た
ま
県
民
歌
を
聞
い
た
人
が
「
こ
の
兵
庫
県
民
歌
は
本
庄
小
学
校

の
校
歌
の
替
え
歌
か
」
と
の
疑
問
を
橋
岡
氏
に
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
氏
は
、

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
や
本
庄
小
学
校
に
問
い
合
わ
せ
を
さ
れ
、
橋

岡
氏
は
『
歴
史
と
神
戸
』
三
二
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
に
「『
兵
庫
県
民
歌
』

の
戦
後
」
と
い
う
論
文
を
ま
と
め
た
。
県
民
歌
と
校
歌
の
楽
譜
を
比
較
す

れ
ば
音
楽
に
無
知
の
筆
者
に
で
も
両
者
が
同
じ
曲
で
あ
る
事
は
分
か
っ
た
。

兵
庫
県
民
歌
が
発
表
さ
れ
た
の
が
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
二
月
。

本
庄
小
学
校
校
歌
が
発
表
さ
れ
た
の
が
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
。
推
測
だ

が
「
戦
災
か
ら
復
興
新
装
成
っ
た
講
堂
に
お
け
る
学
芸
会
で
の
新
校
歌
披



生活文化史 2025.3.31第 53号

18－　－

露
に
間
に
合
う

よ
う
に
、
学
校

（
校
長
）
が
作
詞

し
曲
は
兵
庫
県

民
歌
を
借
用
し

た
」。『
沿
革
史
』

に
「
急
作
の
校

歌
」
と
の
記
載

は
こ
の
よ
う
な

事
情
が
あ
っ
た
。

著
作
権
の
問

題
は
お
そ
ら
く

学
校
側
も
当
初

か
ら
認
識
し
て

い
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ゆ
え

に
「
急
作
」
と

し
、
永
ら
く
平

成
二
年
（
一
九
九
〇
）
ま
で
作
者
（
作
曲
者
）
不
詳
と
し
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。

筆
者
の
母
校
で
あ
る
本
庄
小
学
校
校
歌
が
、
兵
庫
県
民
歌
の
曲
か
ら
の

借
用
で
あ
る
事
は
疑
い
の
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
校
歌
が
で
き
て
か
ら
八
十

年
近
く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
校
歌
創
作
時
の
経
緯
を
知
る
教
師
の
潮

田
義
美
先
生
や
常
国
忠
夫
先
生
な
ど
も
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
て
い
る
。

伝
統
あ
る
学
校
の
校
歌
の
由
来
（
作
曲
者
）
が
判
明
し
て
い
る
の
に
、
い

つ
ま
で
も
不
明･

不
詳
と
い
う
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
思
い
、
こ
の
た
び

の
記
述
に
至
っ
た
。

謝
辞　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
本
庄
小

学
校
に
資
料
の
提
供
な
ど
で
協
力
を
得
た
。
末
筆
な
が
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
兵
庫
県
民
歌
の
楽
譜
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「『
兵
庫
県
民

歌
』
の
記
録
と
記
憶
」（https://hyogoprefsong.w

ixsite.com
/jp28

）

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

神戸新聞 1947年２月 19日２面


